
三
十
四
学
級
、　
一
五
九

一
名

一刻

プ
ー
ル
が
本
校
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

ウ

ョ

デ

　

Ｆ

４

月

振

三

十

Ｅ

‐



碩
　

旗

く

す

の

樹

』
肋
麗
資
Ｌ
Ｉ
ド
ヽ
１
１
１
組
■
コ
「
１
一
「爆
　
鍼
雛
ゴ

真  六  朝
理 美 つ 仰 日
の わ と ぎ さ
国 し せ つ す
に き を ゝ 愛

宕
し 大 語 希 の
げ 和  ら 望 高
れ 心 も` に 嶺
か の 行 み
し 教 か て

草 ん る

〉た 展 れ 会 吉●名°
 星 づ

~ 
は |こ ネ羊 も 日召

を る 今 校́ 院 吉 和
は よ 迄 章 小 祥 六
め う の も 学 院 年
込 に 旧 新 校 村 京
ん と 校 た と 小 都

薪合言斯赤壕鳥

嘗::i:l):
あ つ 発 そ 機 市 校

澄
め
る
真
理
を
汲
む
胸
に

文
化
の
光
輝
け
ウ

桂   と
の 洛 こ
川 南 永
の の 遠
流 若 に
れ き み
よ 生 の
り 命 り

よ t9
水 た
清 け

き の 校 に き
れ 中 章 よ た 以
現 央 を る が 来
在 に も 校

｀
昭

に 吉 一 名 昭 和
至 の 新 変 和 二
つ 字 と 更 二 十
て を い と 十 二
い 配 う 共 二 年
る し 事 に 年 迄°

た で
｀

の 使
の 京 旧 学 用
が 都 時 制 さ
制 市 代 改 れ
定 章 の 革 て

劃3恒 先 校 作 愛 を り
彦 雄 生 教 詞 唱 記 校 昭
先 先

°
諭  さ 念 歌 和 校

生 生 作 簸 京 れ し な 二
° °

山 田 都 ん て き 十 歌
東 京 尚 府 事 校 事 一
京 都 一 立 を 歌 を 年
音 女 先 京 希 を 憂 十
楽 子 生 都 う 制 ス_一
学 師

°
第

°
定

｀
月

校 範 歌 一  °
新 三

教 教 人 高  以 憲 日
諭 諭 川 等  後 法 従
橋 高 田 女  永 発 来
本 橋 順 錯 (布 よ

そ し 梅  が 院 ⌒ 年
の た 鉢 そ 制 尋 四 を 明

蔦筆串懲ξ書菫規出校
は で 央 肯 れ 等 年 て 十 章

「
:[01::i:

ら 共 の り   は 記 _… 入

1::: [][;
t 酉己 ~ 章 祥 置 も

の

れ 教
て 育

校

　

訓

ロ

正 F]附 近

――- 24



国

真

理

校
　
旗

校
旗
は
い
つ
頃
制
定
せ
ら
れ
た
か
は

わ
か

っ
て
い
な
い
が
沿
革
史
に
よ
る
と

明
治
四
十
四
年
六
月
十
二
日
学
務
委
員

の
山
中
宇
三
郎
氏
、
三
木
米
吉
氏
、
相

は
か
り
て
校
章
が
制
定
せ
ら
れ
て
校
旗

が
な
い
の
は
は
ず
か
し
い
と
、
紫
モ
ス

リ
ン
地
に
白
文
字
の
校
名
旗

一
、
紅
紫

縮
緬
小
校
名
旗
二
、
を
寄
贈
さ
れ
、
歓

送
迎
そ
の
他
、
事
あ
る
時
に
は
先
頭
に

打
ち
立

っ
て
へ
ん
ぼ
ん
と
ひ
る
が
え
っ

た
事
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

思
い
出
多
い
校
旗
も
昭
和
の
年
代
に

入
る
と
さ
す
が
に
破
損
も
激
し
く
、
そ

こ
で
吉
祥
院
処
女
会
は
こ
れ
を
遺
憾
と

し
、
本
年
の
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て

校
旗

一
流
れ
を
作
製
し
学
校
に
寄
贈
す

る
事
と
な
り
、
高
島
屋
に
そ
の
調
製
を

託
し
最
も
壮
厳
に
し
て
極
彩
色
鮮
か
な

る
も
の
な
り
。

昭
和
三
年
十
月
十
三
日
そ
の
寄
贈
を

受
く
。
価
格
壱
百
円
也
と
。

現
在
の
校
旗
は
、
昭
和
四
十
四
年
度

卒
業
生
よ
り
、
卒
業
記
念
品
と
し
て
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

く
　
す
　
の
　
樹

現
在
吉
祥
院
校
の
シ
ン
ボ
ル
の
如
き

こ
の
樟
樹
、
朝
に
夕
に
必
ず
登
校
下
校

の
湖
に
仰
ざ
み
る
、
た
く
ま
し
く
、
が

っ
ち
り
と
、
吉
祥
院
校
の
児
童
を
象
徴

す
る
よ
う
な
く
す
の
樹
。

学
校
沿
革
史
に
よ
る
と
大
正
五
年

一
月

九
日
学
務
委
員
の
平
塚
繁
治
郎
氏
の
寄

贈
に
よ
る
も
の
で
、
当
時
の
玄
関
前
に

移
植
さ
れ
た
。
同
時
に
杉
樹
十
四
本
校

庭
に
移
植
さ
れ
た
が
現
在
は
な
い
。

′

り

。

旗校

「シンボル」くすの樹



教 室 と 主 な 施 設 (昭和47年 llL在 )

普 通 教 室
南校舎 24 Jヒ校舎 10
本 館  3 中校舎  5

月1 第二音楽室 | ピアノ。オルガン。_____

教 1 
視 聴 覚 室

 1 踏属機。電 曇襲誓r浪写機台。

室
1 

資 料 室
 1 負霧雇嬰М

本模型。地図掛図。

上翌 1趙]卜埒 ■
| 一元式放送用デスク型アンプ。

放 送 設 備
 1 宣z属套登菫慮掟尋争肇挙替。

プ  ー  ル
 |『i誓i燿」讐貰をシ[ifi8

管理関係室
 1 菖言

「 裸健曇F絡饗晶轟抒姦

校舎竣二年度  (昭和47年度lL存 校合)

講

本

Jヒ

堂  昭不Π9年 3月
―  ~|二 L

館    昭不昭和11年 4月

校 舎 1昭和13年

中 校 舎 1昭不日31年 3月

昭和39年 9月 (第 1期
南 校 舎

昭和47年 3月 (第 5期

校地等の面積  (lll」 和47年現在)

校   地       12,189″

校   舎 1     7,965″

運 動 場 1   4,224″

□

Ｎ
Ｉ

陳
躊
賄
粒
嗜
降
院
い
障
時
に
―平
臆
憫
一

（昭
和
四
十
七
年
現
在
）
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号  町  名

11西ノ

2   1壱 ] 「フ
31西 ノ庄西 '
4 西 ノ庄渕 ノ

西ノ庄黒之内

口

６

一
１〇

一
　

一
９

一

４

一
１〇

一
３

一
３

一
２

３

一
７

一
２

一
１３

一
４

一

計

3

5

12

2

7

40

7

1

16

14

26

17

4

17

8

1

29

8

47

1

3

2

5

3

43

7

14

11

20

10

3

一
１

一
５

一
１

一
　

一
１３

一
９

一
１５

一
３

一
６

一
４

一
６

一
１

一
２

一
５

一
５

一
５

一
１〇

一
５

一
２

一
２

一
５

一
５

一
３

一
４

一
１６

一
９

一
２

一
１

一
４

一
７

絵

５
一５

８

１〇
一１７

・２
・２

１１

一
６

一
１７

一
・５

一
３

一
２

１〇

一
２

一
９

一
２

一

昭和47年度

6月 1日 現在

町 別 学 年 別 児 童 数 一 覧 表 京都市立吉祥院小学校
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一

俣

男|

認

雪

，
　

一

′

′

一



．一　　‐一　
　
轟
　
　
一‐‐‐
申
‐‐‐一　
　
一一　
　
一　　　‐‐‐‐
一

‐―
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
‐

――　　　　　　　　　　　‐‐　‐　‐　‐――――　　　　―――――‐　　．――‐　．‐　‐一‐　　　一一　　　一　　̈一一　　　・　‐　い一」‐　一　　　　　一一̈」一

０
　
　
　
　
　
ゞ
」　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
〓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｎ

〓
い
　

　

や

　

　

　

　

い
∞
　

　

　

　

　

一
Ｐ
　

　

　

　

　

　

］
ｏ
　

　

　

一　

　

　

円
０
　

　

　

　

　

い
〇

Ｐ
Ｏ

|

い
`

Φ
～

‐ N‐ ∞
黒

| 
ユ

|  |  |  |    |  |  |    |    |

|   |   |   |   |
|

やNIJN\J(!A
{{@@N
utso)6{!F

針

諮

コ

冊

麟

旨

百

嗜

薄

諭

爵

Э

洋

泌

ゆ
薄
卜・鷲
薄
一回
仰
¨
珈
一一中一
ゆ
梨
い。ΦΦ

（
ミ
や

ｏ
ユ

］
コ
罰
ヽ
じ
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IPI馬 =8Φ
∞ ヽ O‐ 卜 lm

β歯|ミ ぷ 部図|ミ.ll

.||よ
―
 :3∫よ]》翁|∫

藤 樹

辮 鼎

ル 井

済

回

ll〉

夢   禁夢  禁    謳 ギ i5    藤
下        卜葦ぶ 烹

米  *    い ■ 二 TI‐     来  ゙       .■ ■来米  *    い ■ 二 TI‐     来  ゙       .■ ■来

井  》    》零 こ丼    》デ        九丼丼 》
や  |  ,   | 、_|__._| 、  ̈|~ 「

~~~T而
鷹聯輌百

~~ ~~~~~1 
■

‖1田 馴卸

も
言

書
「

響
卜
濡

ン
菰
雰

　

・

一詳か『榊３
一‐球「落
一

留
| | | | 1璃

幣 1滸

卑
ド
襲
ゆ

〓
冷
薄
※

工
鮨
誘
≫

蜀
聖
ユ
■
が

摯
料
熊
米
　
・

畢
料
■
か
　
・

絲融脚」‐‐一

‐　　　　　　‐‐‐一‐

墾
冷
襄
≫
　
一

墾
凝
熊
辮
　
一

――――――一

里
冷
襲
か

畢
冷
熊
恭

Ｐ
お
謙
繊
　
　
肝
耐
器
価

一
‐‐
「
ぼ

一
コ
湮
誨
剛
≫

|一
‐

一

ヽ
需

螢

の
レ

一―
一　
硼
滸
≫
誘
ゆ

一　
硼
汁
が
お
か

一 ―
泣

粛‐llbト

当
―
や

ヽ
一ｍ
鎌
≫

一蜀濯丙断っ
洋
世ヽ
罫

蔵
剛
も
昂

F

馬

蟄

ミ

楡

河

難

研

酪

聾

針

颯

対

珀

珊

捕

酬

翠

回

剛

＝
螢
テ
降
叶
慕
罰
う
嘴ヽ
薄

―- 29 -
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京都市立吉祥院小学校職員名簿一覧表
昭和47年 6月 り1在

教 教 校

務 頭一̈
年一一
』
一
一一　一　一一
一
岬津萱
　一　一』
［
岬
一

一　　　一　議　　田　　一　一一時　一　　　″　　　一　畔　　鰤　　節　　繭　一　給食″調理員　一　寺　　剌　　弟　　一

森

川

友

子

″

　

一
田

　

中

　

ひ

で

子

一

　

″

　

一
溝

　

口

　

　

宏

長

四

方

光

夫

生 坂 松 田

抜 田 本 国

フ  文

稔 ミ 豊 雄

四

年

山

木

洋

子

養

護

教

諭

辻

枝

青 古

木 り‖

節 正

子 雄

管 事
理
用 務
務
員 員

西 津

村 田

美 幸

代 子

- 30 -―
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歴
代
学
務
委
員

１

・・　

　

　

を

・



昭和47年 8月 百周年記念写真

初
　
代

一　
荒
木
　
氏
真
　
校
長

一
一　
代

一　
鎌
田
　
伊

一　
　
″

磯
部
　
政
雄

　

″

奥
村
　
秀
吉

　

″

五
　
代

一　
清
水
竹
治
郎

ユハ
　
代

一　
井
上
菊
之
助

七
　
代

一　
士
口良
佐
太
郎

八
　
代

一　
川
端
　
孝

一

九
　
代

一　
辻
　
　
久
士
ロ

十

代

一
乾

源

一
郎

十

一
代

一　
畑

　

一元
一

十
一
一代

一　
北
沢
　
エハ
彦

十
三
代

一　
永
井
　
正
成

十
六
代

一　
一品
橋
　
　
唯

十
七
代

　

谷
口
　
　
清

十
八
代

一　
岡
田
　
脩
夫

十
九
代

一　
岡
本
　
和
夫

十
代

四
方
　
光
夫

翻

田

η

帥

．
明
治
四
〇
年
十

一
月
五
日
―

一

一　
大
正
三
年
二
月
二
十

一
日

・

一昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十

一
日

，日
和
国
＋
七
年
四
片

一
日
Ｌ
‐
一

四  三

イ1こ  イ1こ表1真

松 中

[||

京
都
市
立
吉
祥
院
小
学
校
歴
代
校
長

一
覧

歴
代
学
務
委
員

一‐＋ド
‐肛
ェ́
際
Ｆ
臨
尾
曜
隊次
瑯
氏

‐

一
大

正

七

年

一深
見
徳
次
郎
氏

「
‐
―
撃
舶

劃

「

（
注
）

学
務
委
員
に
つ
い
て
は
前
述
の

ヽ｀

//1″ | ″ | ″ | ″ | ″ | ″ |″



歴
代
育
友
会
長

初
　
　
代

昭
和
２２
年

一
一　
　
代
　
ク

２３
″

〓
一　
　
代
　
″

２４
″

四
　
　
代
　
″

２５
″

五
　
　
代
　
″

２６
ク

コ́ハ
　
　
代
　
″

２７
″

七
　
　
代
　
″

２８
″

八
　
　
代
　
″

２９
″

九
　
　
代
　
″

３０
″

十

　

代
　
″

３．
″

十

一
代
　
″

３２
″

十

二

代

″

３３
″

十

三

代

″

３４
″

十

四

代

″

３５
″

十

五

代

″

３６
″

十

六

代

″

３７
″

十

七

代

″

３８
″

十

八

代

″

３９
″

十

九

代

″

４０
″

二

十

代

″

４．
″

二
十

一
代
　
・ク

４２
″

二
十
二
代
　
・″

４３
″

二
十
三
代
　
・″

４４
″

二
十
四
代
　
″

４５
″

二
十
五
代
　
″

４６
ク

二
十
六
代
　
″

４７
″

吉
祥
院
小
学
校
の
現
況

平
安
京
の
昔
か
ら
都
市
生
活
の
営
ま

れ
て
き
た
京
都
の
四
月
に
は
、
都
民
の

日
常
の
用
に
供
す
る
そ
さ
い
栽
培
圏
が

早
い
時
代
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。

聖
護
院
大
根

・
か
も
な
す

・
み
ぶ
な

・
九
条
ね
ぎ

・
堀
川
ご
ぼ
う
　
　
九
条

が
早
く
か
ら
ね
ぎ
の
産
地
と
な
っ
た
の

は
市
内
か
ら
流
れ
る
有
機
物
を
合
む
水

が
与
え
ら
れ
、
ち
っ
素
分
が
ね
ぎ
の
栽

培
に
適
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

吉
祥
院
は
市
の
そ
さ
い
の
約
十
四
％

を
供
給
し
、
典
型
的
な
近
郊
農
村
で
あ

っ
た
。
収
入
の
う
ち
、
そ
さ
い
七
十
％

を
示
す
農
家
が
約
半
数

に
達

し
て
い

た
と
昭
和

二
十
七
年
頃

の
記
録

で
あ

′
り

。

そ
れ
よ
り
二
十
星
霜
の
間
の
移
り
変

り
は
げ
し
く
、
農
地
が
年
々
減
少
す
る

反
面
、
工
場
用
地
と
化
し
、
人
口
増
加

に
伴
い
現
在
に
お
い
て
も
住
宅
化
め
ざ

ま
し
く

一
躍
京
都
の

一
人
工
業
地
帯
と

な
り
、
縦
横
に
走
る
道
路
に
は
、
大
型

車
の
往
来
は
げ
し
く
、
音
の
お
も
か
げ

は
殆
ど
後
を
残
さ
な
い
現
状
で
あ
る
。

地
域
変
化
に
伴
い
学
校
の
変
遷
も
め

ざ
ま
し
く
、
明
治
五
年
の
創
立
当
時
、

児
童
数

一
七
八
名
、
教
師
三
名
で
あ
っ

た
こ
ろ
よ
り
、
現
在
児
童
数
約

一
七
〇

〇
名
、
教
職
員
六
〇
名
の
全
市
で
も
屈

指
の
大
規
模
校
と
な
り
、
百
年
の
歩
み

の
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

教
育
方
針

田
よ
く
考
え
、
主
体
的
に
物
事
に
と
り

く
み
、
実
行
力
の
あ
る
子
ど
も
。

（
自
主
性

・
合
理
性

・
創
造
性

・
実

行
力
）

囲
社
会
性
に
富
み
責
任
感
が
強
く
、
心

が
美
し
く
豊
か
な
子
ど
も
。

（
社
会
性

・
協
調
性

・
責
任
感

・
愛

校
心

・
人
間
尊
重
）

問
健
康
で
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
、
根

気
よ
く
や
り
ぬ
く
子
ど
も
。

（
健
康

・
安
全

・
遅
し
さ
）

教
育
重
点

田
児
童
の
自
主
性
を
尊
重
し
基
礎
学
力

の
向
上
を
は
か
る
。

④
学
習
意
欲
の
喚
起
。

Ｏ
基
礎
的
な
学
習
能
力
を
養
う
。

０
授
業
研
究
を
中
心
と
し
た
指
導
技

術
の
研
修
。

Ｏ
児
童
中
心
の
教
育
信
条
に
徹
す
る

閉
安
全
教
育
の
研
究
と
実
践
。

問
環
境
の
整
備
美
化
と
児
童
情
操
の
醇

田

「
学
級
づ
く
り
」

へ
の
創
意
と
努
力

の
協
力
に
よ
る
相
互
研
鑽
の
場
と
し

て

（
個
人

・
集
団
）

〇
教
師
を
中
心
と
し
た
温
か
い
人
間

的
支
え
合
い
の
場
と
し
て

（
家
庭

的
）

同
学
校
と
家
庭
と
の
密
接
な
連
絡

同
そ
の
他

の
支
部
セ
ン
タ
ー
校

へ
の
協
力

〇
教
職
員
全
員
の
協
力
と
調
和
に
根

ざ
し
た
明
朗
に
し
て
清
新
な
教
育

的
研
鑽
と
活
発
な
教
育
活
動
の
推

進

平
塚
久
吉
氏

浦
谷
末
吉
氏

林
　
正
男
氏

浦
谷
末
吉
氏

浦
谷
末
吉
氏

浦
谷
末
吉
氏

宮
坂
佐
太
郎
氏

宮
坂
佐
太
郎
氏

南
　
金

一
氏

南
　
金

一
氏

山
下
源
次
郎
氏

浦
谷
末
吉
氏

浦
谷
末
吉
氏

山
下
正
治
氏

山
下
八
郎
氏

山
下
八
郎
氏

日
高
雅
男
氏

日
高
雅
男
氏

奥
田
幹
生
氏

森
高
鐵
夫
氏

森
高
鐵
夫
氏

福
田
徳
三
氏

福
田
徳
三
氏

芳
岡
　
疑
氏

芳
岡
　
疑
氏

水
野
他
家
三
氏

（
現
在
）
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